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琉球大学大学院医学研究科細菌学講座教授

山城哲先生

質問1．母校である琉球大学大学院医学研究科

細菌学講座教授に就任されてからこれまでを

振り返ってみてどのような感想をお持ちでし

ょうか。

母校に教授として赴任する事には特別の感

慨を感じました。平成10年に琉球大学から米

国NIHのNIAIDにある研究室に留学目的で渡

り18年ぶりの帰還となります。2016年4月に

着任となったのですが、最初に感じたのは琉球

大学医学部の雰囲気が明るく伸びやかになっ

たな、ということでした。その感覚は赴任10

か月を迎えた現在でもほぼ変わりません。学部

としての年月を重ねることにより、自信が備

わってきたという事でしょうか。学生も屈託が

なく真剣に勉強をする諸君が多いような気が

します。意外かもしれませんが、琉球大学医学

部には外国籍の留学生がそれほど多くありま

せん。私の前任地が長崎大学熱帯医学研究所で

したので留学生が特に多く、私自身も2人の

ベトナム人博士課程学生を主任教授として指

導しており、研究室内での公用語はほぼ英語で

した。細菌学講座もそれに近づくようにしてい

きたいと思っています。

PROF I L E

琉球大学医学部医学科卒業

琉球大学大学院医学研究科修了

琉球大学医学部地域医療研究セン

ター・助手

米国NIH･NIAID留学

大分医科大学微生物学講座・助教授

長崎大学熱帯医学研究所･教授(有期）

長崎大学熱帯医学研究所教授・

ベトナム拠点長

長崎大学医歯薬学総合研究科新興

感染症病態制御学系専攻

熱帯微生物分野･教授（博士課程）

琉球大学大学院医学研究科細菌学

講座・教授
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質問2．責講座での、研究、人材育成について

今後の課題､方針などについてお聞かせ下さい。

琉球大学細菌学講座の主たる研究テーマは、

1．ベトナムにおける下痢症の疫学研究（その

うちに沖縄県内でも同様の研究を始めたいと

思っております)、 2． コレラ菌の分子疫学的研
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